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すべての保護者対象のプログラム　（プログラム　 2－⑫　P28～ P31）

孫育ての関わり方

【プログラムのねらい】

【プログラムの展開例】（時間 60分程度）

○進め方　◎ことばかけ 留　意　点

導
入
10
分

○自己紹介をします。

○プログラムのねらいや学習の進め方につ

いて説明します。

○自己紹介やゲームを行い、緊張を和らげ

たり、参加しやすい雰囲気づくりをした

りします。

○明るく元気な話し方を心がけます。

○今日のプログラムのねらいについて、ポイン

トをしぼりわかりやすく説明します。

○参加者に気を配り、ゲームに参加できていな

い人や戸惑っている人には、明るく声かけを

して参加を促します。

○ゲームなどが終わるまでに、次の活動にス

ムーズに移れるようにグルーピングしておき

ます。

○ 1グループにつき 5～ 6人（全体の人数が

少ない場合は 3～ 4人）を目安に編成しま

す。

○導入で時間を取りすぎると展開やまとめの時

間が少なくなります。あらかじめ時間配分を

考えて進めていくようにします。

展
開
40
分

○「ワーク 1」の場面を説明します。

◎全体的に捉えて気付いたことや出くわし

た場合を特定して感想を話し合いましょ

う。

◎「ワーク 2」を読んで、具体的に書いて

みましょう。

◎書いたことをもとに、グループで意見交

換をしてみましょう。

○発表してもらいます。

○読みながら、事例の具体的な場面を理解して

もらいます。

○出くわした場面を㋐～㋘の中から特定してみ

ることを助言します。

○自分の孫と親を思い浮かべ、特定した事例と

関連付けてみるように助言します。

○グループごとに発表し合うことをあらかじめ

知らせておきます。

○読みながら活動を理解してもらう方法も考え

られます。

○当時を思い出し、気持ちを楽にして書くよう

に助言します。

○あらかじめ、数人の方に感想を発表してもら

うようにお願いしておきます。

　近年、家庭や家族も変容し、多様化して、親が祖父母などから学ぶ機会も少なくなっています。
このことは、子育てに関して祖父母が孫や親にかかわることも減ってきていることになります。
　ここでは、孫育ての関わり方について学習します。
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○「ワーク 3」の活動を説明します。

○＜孫や親にどうかかわっているか＞につ

いて、その体験を書いてもらいます。

◎書いたことをもとに、グループで意見交

換をしてみましょう。

○発表してもらいます。

○自分の子供の頃や、子育てをしていた頃の祖

父母のかかわりに関連付けて考えるように助

言します。

○「ワーク 2」の意見交換も参考にして、グ

ループで、意見交換をするよう促します。

○楽しみ、喜び、失敗などのエピソードを紹介

しあえるように助言します。

○グループの意見を集約して発表してもらうこ

とをあらかじめ知らせておきます。

ま
と
め
10
分

◎今日の学習のまとめをしましょう。

○参加者一人一人に今日の学習を通して気

付いたこと・参考にしたいことを書いて

もらいます。� （ふりかえり）

○発表してもらいます。

○今日の学習を振り返り、特に印象に残ったこ

と、これから参考にしてみたい、取り組んで

みたいことを書くように助言します。

○あらかじめ、数人の方に感想を発表してもら

うことをお願いしておきます。

○発表を共感的に受け止め、発表に対して手短

にコメントします。

○発表された内容等を取り上げ、参加者に、自

分たちの子育て体験を重視するのでなく、孫

の成長を楽しみながら、孫育てを応援する気

持ちでかかわることの大切さを話してまとめ

ます。

※　設定時間が短い場合には、ワーク 2、3を中心に流れを考えるようにします。

労働厚生省「国民生活基本調査」（平成 23年）

世帯構造別、世帯類型別にみた世帯数及び平均世帯人員の年次推移
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